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景
気
が
低
迷
し
、
一
方
で
は
消
費

者
の
要
求
や
需
要
が
多
様
化
し
て
い

る
現
在
、
そ
れ
ら
の
要
求
に
応
じ
た

商
業
を
展
開
す
る
こ
と
は
大
変
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
生

活
圏
と
商
業
圏
が
拡
大
し
、
近
郊
の

都
市
部
で
の
消
費
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
町
内
の
消
費
者
に
親
し
ま

れ
、
さ
ら
に
町
外
か
ら
も
集
客
で
き

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
商
店
街
整
備
が
 

                     課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
商
業
団
地

は
、
町
の
新
し
い
顔
に
な
る
拠
点
と

し
て
、
商
業
は
も
と
よ
り
農
業
や
観

光
な
ど
産
業
全
体
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
基
本
方
針
に

よ
り
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

◆
基
本
方
針
◆
 

●
既
存
の
商
店
街
と
一
体
に
な
り
、

　
周
辺
の
市
町
村
か
ら
も
誘
客
を
図
 

　
る
こ
と
が
で
き
る
商
店
街
づ
く
り
 

●
消
費
者
に
親
し
ま
れ
、
開
放
的
で
 

　
明
る
い
雰
囲
気
が
楽
し
め
る
商
店
 

　
街
づ
く
り
 

           ●
消
費
者
の
憩
い
の
場
、
イ
ベ
ン
ト
 

　
の
で
き
る
商
店
街
づ
く
り
 

     
商
業
団
地
の
整
備
計
画
は
下
図
の

と
お
り
で
、
出
店
形
態
は
個
店
と
複

合
施
設
の
併
用
型
で
す
。
 

 
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
駐
車
場
や
イ

ベ
ン
ト
広
場
、
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

 
今
年
度
か
ら
個
店
十
三
区
画
を
出

店
希
望
者
に
分
譲
し
、
合
わ
せ
て
今

後
、
複
合
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
複
合
施
設
は
、
団
地
の
核

施
設
と
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
は

じ
め
と
し
た
地
場
産
品
の
直
売
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
、
さ
ら

に
「
道
の
駅
」
の
機
能
を
整
備
し
、

国
道
通
過
者
な
ど
よ
り
集
客
力
の
高

い
施
設
と
す
る
計
画
で
す
。
 

  

  

整
備
計
画
の
概
要
 

商
業
団
地
整
備
の
目
的
 

　
町
が
平
成
四
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
商
業
団
地
は
、
県
道
大
久
 

保
野
沢
停
車
場
線
改
良
事
業
の
導
入
や
磐
越
道
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
利
 

用
に
よ
り
土
地
造
成
を
行
い
、平
成
十
二
、十
三
年
度
に
は
駐
車
場
や
イ
ベ
 

ン
ト
広
場
、
照
明
灯
、
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
間
、
町
と
商
工
会
で
は
商
業
活
性
化
の
た
め
の
　町
の
顔
 

と
な
る
商
業
団
地
づ
く
り
の
た
め
、
個
店
用
地
の
分
譲
方
針
や
条
件
な
ど
 

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
び
、そ
の
方
針
等
が
決
ま
り
、分
譲
を
開
始
し
ま
す
の
で
、本
号
 

で
は
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

″
 

″
 

魅
力
あ
る
商
業
団
地
を
め
ざ
し
 

個
店
用
地
　
区
画
分
譲
開
始
　
１
坪
9
5
、0
0
0
円
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　平成14年10月、商業団地で盛大に開催された桐下駄闊歩かっぽまつり 

　商業団地の全景 

  

  

    
個
店
の
店
舗
用
地
十
三
区
画
は
、

一
区
画
当
た
り
Ａ
と
Ｂ
ス
ペ
ー
ス
は

四
十
三
坪
で
四
〇
八
万
五
千
円
、
Ｃ

と
Ｄ
ス
ペ
ー
ス
は
五
十
坪
、
四
七
五

万
円（
一
坪
当
た
り
九
万
五
千
円
）で

分
譲
し
ま
す
。
分
譲
条
件
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

◆
分
譲
条
件
等
◆
 

●
分
譲
申
込
み
が
で
き
る
方
●
 

 
申
込
み
で
き
る
の
は
、
町
内
の
消

費
者
や
国
道
通
過
客
、
観
光
客
を
対

象
に
商
業
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
、ま
た
、町
づ
く
り
や
環
境
、
 

福
祉
な
ど
、
地
域
の
課
題
を
テ
ー
マ

と
し
た
商
業
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
方
で
す
。
 

              ●
分
譲
条
件
と
申
込
み
方
法
●
 

 
町
の
顔
と
な
る
商
業
団
地
を
形
成

す
る
た
め
、住
宅
併
用
の
店
舗
に
つ
い
 

て
は
認
め
ま
せ
ん
。ま
た
、団
地
の
形

態
上
、出
店
者
に
は
協
同
組
合
に
加
入
 

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
申
込
み
は
、一
店
舗
一
区
画
を
原
則
 

と
し
ま
す
が
、選
考
委
員
会
が
認
め
た
 

場
合
は
、最
大
二
区
画
ま
で
、ま
た
、

Ｃ
と
Ｄ
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、一
区
 

画
を
二
分
割
し
て
購
入
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
分
譲
の
申
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
分
譲
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
法
人
登
記
等
の
指

定
書
類
を
添
え
て
商
工
会
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
分
譲
説
明
会

を
四
月
中
に
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
企
画
調
整
課
 
　
　
│
４
５
３
６
 

                  
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
複
合
施
設
の

早
期
整
備
開
始
に
向
け
、
建
設
計
画

の
策
定
や
補
助
事
業
の
要
望
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
 

 
計
画
で
は
、
平
成
十
六
年
度
の
整

備
開
始
で
し
た
が
、
平
成
十
四
年
度

の
国
の
補
正
予
算
で
事
業
が
前
倒
し

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産

省
の
補
助
事
業
（
新
山
村
振
興
等
農

林
漁
業
特
別
対
策
事
業
）で
今
年
度
に
 

繰
越
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
こ
の
複
合
施
設
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
や
地
場
産
品
の
直
売
、
高
齢
者

作
品
の
展
示
販
売
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
 

交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
さ
ら

に
道
の
駅
の
機
能
を
有
す
る
交
流
の

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
図
る
計
画

で
す
。
 

45

複
合
施
設
の
整
備
も
始
ま
る
 

個
店
用
地
の
分
譲
価
格
と
 

条
件
等
 

　Ａスペース６区画／Ｂスペース３区画 
　Ｃスペース２区画／Ｄスペース２区画 
 
　■複 合 施 設…延床面積約１，１００㎡ 
　　　　　　　　　ミネラル野菜・地場産品 
　　　　　　　　　直売､高齢者作品展示販売､
　　　　　　　　　軽食コーナー、道の駅、 
　　　　　　　　　交流スペースなど 
　■イベント広場…７０８㎡ 
　■公衆トイレ…１３６㎡ 
　■駐　車　場…普　通　車　９４台 
　　　　　　　　　大　型　車　　３台 
　■照 明 設 備…大型照明灯　　１基 
　　　　　　　　　駐車場外灯　　４基 
　■消　火　栓…２基 
　■そ　の　他…上下水道完備 

【全体整備計画概要】 

◆個店分譲用地 

◆団地内公共施設 
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平
成
　
年
度
オ
ー
プ
ン
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
市
 

▲  

14

                         平
成
　
年
度
は
│
│
 

  
引
き
続
き
町
民
の
立
場
に
立
っ
た

町
政
運
営
を
基
本
姿
勢
に
、
各
分
野

に
潜
在
す
る
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
し
な
が
ら
、
少
子
化
や
市
町
村

合
併
問
題
な
ど
の
対
処
す
べ
き
課
題

に
全
力
で
取
り
組
み
、
創
造
性
と
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
 

                         豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
 

 　
　
林
業
振
興
の
た
め
、
健
康
な
土
 

 
 
づ
く
り
の
普
及
に
向
け
、
土
づ

く
り
推
進
員
の
養
成
や
直
売
所
の
開

設
、
学
校
給
食
や
福
祉
施
設
等
で
の

ミ
ネ
ラ
ル
米
や
野
菜
の
使
用
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
野
菜
の
一

部
が
東
京
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
高
値

で
取
り
引
き
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
成
 

           果
を
見
て
い
ま
す
。
 

 
平
成
十
五
年
度
は
、
さ
ら
な
る
普

及
拡
大
の
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め

ざ
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
等
の
認
証
制

度
確
立
と
商
標
登
録
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
商
業
団
地
に
整
備
予

定
の
複
合
施
設
で
の
直
売
に
向
け
、

販
売
や
運
営
を
担
う
女
性
起
業
家
の

育
成
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
通
年
農

業
の
確
立
に
向
け
て
耐
雪
型
パ
イ
プ
 

           ハ
ウ
ス
の
整
備
を
進
め
、
冬
期
間
の

作
物
栽
培
の
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
 

 　
　
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
、
 

 
 
商
業
団
地
内
に
複
合
施
設
を
整

備
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既

存
の
商
店
街
と
連
携
し
な
が
ら
、
商

業
事
業
者
が
結
束
し
て
商
業
活
性
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
 

 　
　
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
　
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

活
用
し
た
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
具
体
的
に
は
、
町
が
事
業
者
に
な

っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
、都
市
と
の
情
報
格
差
の
是
正
、
 

各
種
手
続
き
や
申
請
の
簡
略
化
な
ど

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
 

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
企
業
研
究
機

関
誘
致
の
た
め
の
調
査
や
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
 

　
現
在
、
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
歴
史
的
な
転
換
期
に
あ
り
、
そ
の
変
化
は
 

大
き
く
て
速
く
、
一
年
前
常
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
常
識
と
し
て
通
用
し
な
い
 

よ
う
な
出
来
事
が
相
次
い
で
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
経
済
や
政
治
、
 

行
政
の
シ
ス
テ
ム
が
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
り
、
機
能
不
全
に
陥
 

っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
は
『
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
康
の
ま
ち
』
を
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
常
に
新
た
な
発
 

想
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
に
開
か
れ
た
中
学
校
の
整
備
や
町
民
 

バ
ス
の
運
行
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
上
下
水
道
等
の
社
会
資
本
整
備
、
さ
ら
 

に
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を
先
が
け
て
進
め
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
 

い
ま
す
。
本
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
な
る
平
成
十
五
年
度
の
町
政
 

執
行
基
本
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

15

農
 

魅
 

マ
 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
●
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
●
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
 

平成15年度 
　町政執行 
　基本方針 

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た
 

ま
ち
づ
く
り
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に
し
あ
い
づ
わ
ん
ぱ
く
塾
の
り
ん
ご
収
穫
体
験
 

▲  

工
事
が
進
め
ら
れ
る
芝
草
橋
屋
線
 

▲  

西
会
津
中
と
西
会
津
高
校
の
テ
レ
ビ
会
議
授
業
 

▲ 

 生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

 　
　
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
を
通
し
 

　
　
て
自
ら
を
高
め
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
年
代
に
応
じ
た
学
習
機
会
の

提
供
な
ど
「
だ
れ
も
が
」、「
い
つ
で

も
」、「
ど
こ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
種
講
座
の
内
容
の
充
実
を
図

り
、
人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り
と
地

域
社
会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
 

 
ま
た
、
学
校
と
地
域
と
の
関
わ
り

を
よ
り
深
め
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
が
相
互
に
連
携
し
た
青
少
年
教
育
 

「
学
社
連
携
・
融
合
事
業
」
を
引
き

続
き
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
機

会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
、
情
報
化
や
国
際
化
に
対

応
し
、
Ｉ
Ｔ
技
能
講
習
会
（
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
）
の
開
催
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
の
放
送
大
学
の
情
報
提
供

等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 　
　
校
教
育
で
は
、
新
学
習
指
導
要
 

　
　
領
が
施
行
さ
れ
二
年
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
課
題
の
把
握
と
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
ま
た
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
た
児
童
生

徒
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、
自
ら
課

題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に
学
べ
る
教

育
環
境
や
授
業
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
を
行
い
、
基
礎
学
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
 

 
英
語
指
導
助
手
に
つ
い
て
は
、
三

人
体
制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
中

学
生
の
指
導
は
も
と
よ
り
小
学
生
や

保
育
所
の
児
童
に
も
年
齢
に
応
じ
た

指
導
を
行
い
、
語
学
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
 

 
ま
た
、
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
通
常
の
授
業
で
も
パ
ソ
コ
ン

が
利
用
で
き
る
よ
う
情
報
機
器
の
整

備
と
教
職
員
の
指
導
体
制
強
化
を
進

め
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
、
豊
か
な
人
格
形
成
の
た

め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
「
い
わ
き

市
豊
間
小
学
校
」
、「
沖
縄
県
大
宜
味
 

                  村
」
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
事
業
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
 

  住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
 

 　
　
道
や
県
道
の
整
備
は
、
そ
れ
ぞ
 

　
　
れ
の
路
線
で
進
捗
を
見
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
に
改
良
を
要
す
る
箇

所
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
に
積
極
的
に
整
備
促
進
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。
 

　
町
道
は
、
県
代
行
事
業
で
進
め
て

い
る
「
芝
草
橋
屋
線
」
と
国
庫
補
助

を
受
け
進
め
て
い
る「
野
沢
安
座
線
」
 

の
平
成
十
六
年
度
同
時
竣
工
を
め
ざ

し
て
工
事
を
進
め
る
ほ
か
、「
小
山
松
 

峯
線
」
の
小
山
橋
の
架
け
替
え
工
事

や
「
出
戸
上
村
一
号
線
」
の
改
良
な

ど
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 　
　
会
津
町
縦
貫
道
路
に
つ
い
て
は
、
 

　
　
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
に
よ

り
「
野
沢
柴
崎
線
」
の
工
事
に
着
手

し
、
早
期
完
成
に
向
け
鋭
意
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
ま
た
、
県
道
区
間
に
つ
い
て
は
、

上
郷
下
野
尻
線
「
樟
山
バ
イ
パ
ス
」

の
早
期
着
工
や
「
奥
川
新
郷
線
」
の

中
町
峠
改
修
工
事
の
早
期
完
成
を
町

縦
貫
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と

協
力
し
な
が
ら
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
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３
月
　
日
開
催
さ
れ
た
太
極
拳
講
習
会
 

▲ 

19

野
沢
保
育
所
で
の
乳
児
保
育
 

▲ 

　
　
水
道
の
整
備
は
、
公
衆
衛
生
の
 

　
　
向
上
と
生
活
環
境
改
善
の
た
め

計
画
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
平
成
十
五
年
度
は
、山
口
・
牛
尾
・
 

出
ヶ
原
地
区
の
整
備
に
着
手
し
て
い

き
ま
す
。
 

 
ま
た
、
小
規
模
な
地
区
の
整
備
は

町
単
独
事
業
で
進
め
、
水
道
未
普
及

地
域
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
 

 　
　
水
道
施
設
は
、
生
活
環
境
の
改
 

　
　
善
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
の

た
め
「
野
沢
処
理
区
」
と
「
笹
川
地

区
」
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
ま
す
。
 

 
ま
た
、
集
合
処
理
方
式
の
導
入
が

困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
規
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
設

置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
き
ま

す
。
 

 　
　
健
・
医
療
・
福
祉
の
ト
ー
タ
ル
 

　
　
ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
各

種
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
成
果
が
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。
 

 
と
り
わ
け
、
国
保
事
業
で
は
各
種

検
診
や
食
生
活
の
改
善
、
在
宅
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
き
た
こ

と
か
ら
、
医
療
費
が
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
は
厳
し
い
運
営

を
迫
ら
れ
て
い
る
自
治
体
が
多
い

中
、
町
で
は
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た

る
国
保
税
の
減
税
を
行
い
、毎
年
度
、
 

                  繰
越
金
を
計
上
し
、
約
三
億
円
の
支

払
準
備
基
金
を
保
有
し
て
い
る
状
況

で
、
次
期
減
税
対
策
も
見
込
め
る
よ

う
余
裕
あ
る
健
全
な
財
政
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

 
平
成
十
五
年
度
も
、
さ
ら
な
る
ト

ー
タ
ル
ケ
ア
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と

健
や
か
に
長
生
き
の
で
き
る
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
 

 
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識

高
揚
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
将
来
の

展
望
な
ど
を
情
報
発
信
す
る
た
め
、

「
百
歳
へ
の
挑
戦
パ
ー
ト
Ⅲ
町
民
大

会
」
を
開
催
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
 

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
従
来
の
 

 
 
「
奉
仕
・
慰
問
」
的
な
活
動
で

は
な
く
、
保
健
や
福
祉
、
子
育
て
支

援
や
教
育
な
ど
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
依
頼
側
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て

自
発
的
に
行
う
西
会
津
方
式
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
 

 
そ
の
窓
口
と
し
て
「（
仮
称
）ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
だ
れ
も
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
 

 　
　
規
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
 

　
　
在
宅
で
調
理
が
困
難
な
一
人
暮

ら
し
世
帯
や
、
高
齢
者
世
帯
に
対
し

て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提
供

し
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
配
達

時
に
安
否
確
認
を
行
う
な
ど
の
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
平
成
十
五
年
度
は
、
週
一
回

試
行
的
に
実
施
し
、
配
食
数
や
配
達

回
数
な
ど
事
業
化
に
向
け
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

 　
　
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
 

 
 
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ

る
よ
う
乳
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。
 

                   
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
乳
児
保
育

を
行
え
る
の
は
野
沢
保
育
所
だ
け

で
、定
員
も
十
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

今
後
の
児
童
数
の
推
移
や
施
設
の
老

朽
化
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
将
来
の
乳
幼
児
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
保
育
所
の
統
合
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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                市
町
村
合
併
│
│
 

  
市
町
村
合
併
は
、
地
方
自
治
の
根

幹
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
る
地
域
の
あ
り
方
や
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
、
市

町
村
の
自
主
的
な
判
断
を
尊
重
す
る

こ
と
が
大
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

 
し
か
し
、
昨
年
十
一
月
に
首
相
の

諮
問
機
関
で
あ
る
第
二
十
七
次
地
方

制
度
調
査
会
第
十
回
専
門
小
委
員
会

で
公
表
さ
れ
た
西
尾
私
案
や
自
由
民

主
党
の
地
方
自
治
に
関
す
る
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
検
討
し
て
い

る
内
容
は
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で

あ
る
平
成
十
七
年
三
月
以
降
、
人
口

が
一
定
規
模
以
下
の
市
町
村
の
合
併

を
強
制
的
に
進
め
、
小
規
模
自
治
体

の
縮
小
や
他
自
治
体
へ
の
編
入
を
柱
 

            と
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
強
制
的
な
合
併
は
、

地
方
分
権
の
「
自
己
決
定
・
自
己
責

任
」の
理
念
に
矛
盾
し
、民
主
主
義
の

根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
、
こ
れ
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
総
務
省
の
や
り

方
は
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

 
私
は
、
会
津
地
方
二
十
八
市
町
村

が「
会
津
は
一
つ
」の
理
念
の
も
と
対

等
に
合
併
し
、
東
京
二
十
三
区
の
よ

う
に「
区
」と
な
り
、
自
治
と
財
政
を

持
つ
広
域
連
合
型
の
合
併
が
理
想
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
特
例

法
の
期
限
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
 

調
査
や
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

 行
財
政
改
革
│
│
 

  
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
や
市

町
村
合
併
論
議
の
中
、
財
政
基
盤
を

強
化
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
引
続
き
提
 

            供
し
て
い
く
た
め
、
町
行
財
政
改
革

方
針
を
定
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

十
六
年
度
の
二
カ
年
を
集
中
改
革
期

間
と
し
て
組
織
機
構
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、
補
助
金
や
給
与
制
度
の
適

正
化
な
ど
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
る

見
直
し
を
進
め
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 ト
ー
タ
ル
ケ
ア
強
化
の
 

た
め
の
指
導
者
│
│
│
 

 
平
成
四
年
か
ら
町
民
健
康
調
査
や

成
人
病
予
防
対
策
事
業
な
ど
、保
健
・
 

医
療
･
福
祉
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
体
制

の
推
進
に
つ
い
て
元
琉
球
大
学
教
授

の
松
崎
俊
久
先
生
に
指
導
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
が
、
病
気
療
養
中
の

た
め
、
指
導
者
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
こ
の
た
び
、
健
や
か
に
長
生
き

で
き
る
「
健
康
寿
命
」
の
提
唱
者
、

東
北
大
学
大
学
院
の
辻
一
郎
教
授
に

指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

            　
今
後
は
、辻
教
授
の
指
導
の
も
と
、
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
施
策
の
さ
ら
な
る
充

実
強
化
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で
す
。
 

 商
業
団
地
の
分
譲
│
│
 

  
町
と
商
工
会
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
必
要

な
施
設
整
備
や
商
業
振
興
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
商
業
団

地
の
核
に
な
る
複
合
施
設
整
備
が
平

成
十
四
年
度
の
国
の
第
一
次
補
正
予

算
に
採
択
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
施
設
の
一
体
性
を
よ
り

高
め
る
た
め
、
複
合
施
設
と
そ
の
両

側
に
接
す
る
九
区
画
に
つ
い
て
、
町

が
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
出
店
し
や
す
い
条
件
整
備
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
細

部
の
調
整
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度

早
々
に
も
分
譲
説
明
会
等
を
実
施
し

て
出
店
者
の
募
集
を
行
う
考
え
で
す
。
 

三
月
町
議
会
定
例
会
は
 

三
月
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
二
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
、
 

条
例
の
改
正
や
平
成
十
四
年
度
の
補
正
予
算
、
平
成
十
五
年
度
予
算
な
ど
 

三
十
一
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
号
で
は
町
政
主
要
事
項
の
報
告
と
可
決
、
同
意
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

町
政
の
主
要
事
項
 

報
告
か
ら
 

３月 
町議会 
定例会報告定例会報告 

つ
じ
い
ち
ろ
う
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町
政
の
主
要
事
項
を
報
告
す
る
山
口
町
長
 

▲  

竹田和雄医師 

 辺
地
区
域
の
変
更
│
│
 

  
町
の
辺
地
計
画
で
は
、
現
在
十
一

の
辺
地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
中
学

校
の
統
合
や
町
民
バ
ス
の
運
行
開
始

に
よ
り
、
辺
地
要
件
の
中
学
校
や
バ

ス
停
留
所
ま
で
の
距
離
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
全
域
に
つ
い

て
見
直
し
た
結
果
、新
た
に「
宝
川
」、
 

「
徳
沢
」、「
小
清
水
・
漆
窪
」、「
呼
賀
・
 

原
」、「
梨
平
・
小
屋
」
の
五
つ
の
区

域
が
辺
地
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
町
負
担
額
の
八
〇

　
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
辺

地
対
策
事
業
債
を
活
用
で
き
る
区
域

が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
財
政
面
 

か
ら
大
変
有
利
に
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 医
師
の
採
用
│
│
 

  
西
会
津
診
療
所
で
は
、
常
勤
一
名
、
 

非
常
勤
一
名
の
医
師
に
よ
り
診
療
業

務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ど
関
連
医
療
体
制
の

充
実
や
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携

に
よ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
の
た
め
、
 

常
勤
医
師
二
名
体
制
の
確
立
に
向
け

鋭
意
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
こ
の
た
び
、
医
事
専
門
紙
の
医
師

募
集
広
告
に
対
し
、
地
域
医
療
に
熱

意
の
あ
る
医
師
か
ら
の
希
望
が
あ
り
、
 

三
月
一
日
付
で
採
用
し
ま
し
た
。
 

 
新
採
用
の
医
師
は
、
山
口
県
出
身

の
竹
田
和
雄
氏
で
、
大
学
病
院
勤
務

を
経
て
、
去
る
二
月
ま
で
愛
媛
県
内

の
国
保
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
 

 
竹
田
医
師
の
専
門
は
、
内
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
で
す
が
、
小
児
科
や
外
科

の
経
験
も
あ
る
医
師
で
す
。
 

      平
成
十
五
年
度
 

一
般
会
計
予
算
│
│
 

 
平
成
十
五
年
度
の
地
方
財
政
は
、

回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
経
済
情
勢
 

や
減
税
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
地
方

税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
ほ
か
、

地
方
財
政
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
も
減
額
さ
れ
る
見
通
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
町
民
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
町
政
を
執
行
す
る
た
め
、
財
政

の
健
全
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
経
常

経
費
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
節
減

や
合
理
化
を
図
り
、
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
な
が
ら

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
 

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
五
十
五
億

円
と
な
り
、
平
成
十
四
年
度
予
算
と

比
較
し
、
八
千
万
円
減
（
△
一
・
四

　
）
の
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
 

  可
決
同
意
さ
れ
た
議
案
 

  ◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

　
部
改
正
（
一
般
職
の
職
員
の
定
期
 

　
昇
給
停
止
年
齢
を
五
十
九
歳
か
ら
 

　
五
十
五
歳
に
引
き
下
げ
る
改
正
）
 

◆
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
 

　
の
一
部
改
正
（
町
中
学
校
適
正
配
 

　
置
等
審
議
会
の
廃
止
）
 

◆
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
 

　
（
平
成
十
五
年
度
か
ら
の
第
二
期
 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
か
か
 

　
る
保
険
料
等
の
改
正
）
 

◆
町
森
林
活
用
交
流
促
進
施
設
条
例
 

　
の
一
部
改
正
（
コ
テ
ー
ジ
の
日
中
 

　
の
時
間
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と

　
に
伴
う
使
用
料
等
の
改
正
）
 

◆
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
（
一
般
 

　
会
計
、
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
 

　
会
計
、
商
業
団
地
造
成
事
業
特
別
 

　
会
計
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
 

　
会
計
、
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
 

　
計
、
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
 

　
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
 

　
保
険
特
別
会
計
、水
道
事
業
会
計
）
 

◆
平
成
十
五
年
度
予
算（
一
般
会
計
、
 

　
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

　
商
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

　
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

　
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
計
、
農
 

　
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
 

　
老
人
保
健
特
別
会
計
、
国
民
健
康
 

　
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
 

　
会
計
、
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
 

　
会
計
、
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会
 

　
計
、
水
道
事
業
会
計
）
 

◆
町
道
の
路
線
変
更
（
柴
崎
北
一
号

　
線
、
宮
野
平
六
号
線
、
下
安
座
三

　
号
線
）
 

◆
町
道
の
廃
止
（
柴
崎
北
二
号
線
）
 

◆
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
 

　
更
（
園
芸
特
産
産
地
整
備
事
業
、
 

　
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
 

　
策
事
業
、
地
域
情
報
化
推
進
事
業

　
等
の
追
加
）
 

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
教
育

　
委
員
会
委
員
に
長
谷
川
隆
夫
氏﹇
安
 

　
座
﹈を
任
命
）
 

３月 
町議会 
定例会報告定例会報告 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

た
け
だ
や
す
お
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　学校名 

野　沢　小 

尾 野 本 小 

群　岡　小 

新　郷　小 

奥　川　小 

合　　　計 

男 

新入学児童数 
女 計 

8 

18 

6 

1 

5 

38

15 

8 

4 

3 

5 

35

23 

26 

10 

4 

10 

73

  

  

         新
入
学
児
童
 

【
三
月
二
十
五
日
現
在
･
敬
称
略
】
 

 ●
野
沢
小
学
校
 
二
十
三
人
 

 

地
区
 
　 
氏
 
　
　
名
（
保
護
者
）
 

一
町
内
 
齋
　
藤
　
伊
　
織（
一
人
）
 

二
町
内
 
鈴
　
木
　
一
　
成（
洋
祐
）
 

 
 
 
 
鈴
　
木
　
成
　
実（
洋
祐
）
 

四
町
内
 
星
　
　
　
　
　
牧（
菜
保
子
）
 

五
町
内
 
荒
　
井
　
佳
　
史（
克
巳
）
 

 
 
 
 
田
　
部
　
い
ず
み（
貴
広
）
 

 
 
 
 
横
　
田
　
さ
や
か（
恵
一
）
 

六
町
内
 
鈴
　
木
　
亜
　
実（
宏
昌
）
 

 
 
 
 
高
　
梨
　
友
　
輔（
一
博
）
 

七
町
内
 
伊
　
藤
　
竜
　
司（
健
治
）
 

八
町
内
 
小
　
林
 
　
 
想（
勇
次
）
 

芝
　
草
 
佐
　
川
　
梨
　
沙（
勝
美
）
 

 
 
 
 
清
　
水
　
千
　
郷（
幹
久
）
 

 
 
 
 
新
　
田
　
佳
　
帆（
佳
男
）
 

芹
　
沼
 
佐
　
藤
　
孝
　
哉（
光
樹
）
 

大
久
保
 
大
　
出
　
 
 
茜（
伸
男
）
 

　
牧
 
 
江
　
川
　
大
　
輝（
貴
広
）
 

西
　
原
 
伊
　
藤
　
紗
　
菜（
和
弘
）
 

 
 
 
 
齋
　
藤
　
悠
　
太（
一
幸
）
 

 
 
 
 
武
　
藤
 
　
 
幸（
久
雄
）
 

縄
　
沢
 
岩
　
渕
　
美
　
月（
東
吾
）
 

橋
　
屋
 
上
　
野
　
史
　
絵（
善
弘
）
 

戸
　
中
 
石
　
井
　
深
　
雪（
亮
一
）
 

 ●
尾
野
本
小
学
校
 
二
十
六
人
 

森
　
野
 
伊
勢
亀
　
貴
　
裕（
良
司
）
 

 
 
 
 
生
　
方
　
歩
　
高（
　

孝
　

）
 

 
 
 
 
佐
　
藤
　
双
　
葉（
　

玄
　

）
 

 
 
 
 
武
　
藤
 
　
 
潤（
昭
一
）
 

 
 
 
 
山
　
口
 
 
　
諒（
幸
栄
）
 

萱
　
本
 
加
　
藤
　
優
　
人（
恭
央
）
 

 
 
 
 
斎
　
藤
　
麻
衣
子（
宗
一
）
 

下
小
島
 
清
　
野
 
　
 
桜（
勝
幸
）
 

西
　
林
 
大
　
竹
　
彩
　
加（
辰
也
）
 

 
 
 
 
小
　
林
　
聖
　
哉（
重
吉
）
 

 
 
 
 
西
　
田
 
　
 
豊（
　

高
　

）
 

西
林
東
 
海
老
名
　
健
　
一（
　

里
　

）
 

 
 
 
 
五
ノ
井
　
実
　
夏（
俊
一
）
 

 
 
 
 
棚
　
木
　
大
　
智（
清
人
）
 

 
 
 
 
秦
　
　
　
研
　
人（
千
代
栄
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
斎
　
藤
　
雅
　
広（
　

誠
　

）
 

 
 
 
 
鈴
　
木
　
知
　
夏（
芳
夫
）
 

 
 
 
 
中
　
丸
　
拓
　
也（
勝
浩
）
 

 
 
 
 
長
谷
川
　
　
　
陸（
良
三
）
 

 
 
 
 
渡
　
部
　
悠
　
太（
栄
二
）
 

上
小
島
　
目
　
黒
　
陽
菜
子（
日
出
男
）
 

縄
　
沢
　
青
　
津
　
奈
　
菜（
　

仁
　

）
 

程
　
窪
　
新
　
田
　
優
　
人（
　

篤
　

）
 

黒
　
沢
　
渡
　
部
　
一
　
哉（
修
一
）
 

 
 
 
 
渡
　
部
　
元
　
気（
森
男
）
 

 
 
 
 
渡
　
部
　
湧
　
也（
照
幸
）
 

 ●
群
岡
小
学
校
　
十
人
 

上
野
尻
　
鈴
　
木
　
由
　
泰（
路
代
）
 

 
 
 
 
成
　
田
　
沙
都
美（
　

悟
　

）
 

 
 
 
 
三
　
留
　
　
　
蒼（
　

純
　

）
 

上
野
尻
　
武
　
藤
　
夏
　
希（
新
一
）
 

下
野
尻
　
藤
　
原
　
玲
　
奈（
　

伸
　

）
 

宝
　
川
　
小
　
原
　
健
太
郎（
博
明
）
 

 
 
 
　
佐
　
藤
　
大
　
綺（
紀
男
）
 

楢
木
平
　
須
　
藤
　
祐
　
里（
隆
洋
）
 

熊
　
沢
　
佐
　
藤
　
直
　
斗（
栄
作
）
 

柴
　
崎
　
武
　
藤
　
優
　
里（
昌
一
）
 

 ●
新
郷
小
学
校
　
四
人
 

高
　
目
　
木
　
崎
　
彩
　
馨（
典
子
）
 

 
 
 
　
福
　
地
　
美
　
穂（
信
雄
）
 

小
清
水
　
貝
　
沼
　
充
　
輝（
茂
雄
）
 

滑
　
沢
　
高
　
橋
　
美
　
咲（
雅
行
）
 

 ●
奥
川
小
学
校
　
十
人
 

向
　
原
　
佐
久
間
　
裕
　
美（
嘉
晴
）
 

新
　
町
　
井
　
上
　
　
　
葵（
　

敦
　

）
 

下
 
松
 
川
　
上
　
七
　
彩（
英
二
）
 

道
　
目
　
井
　
上
　
慎
　
人（
義
明
）
 

中
ノ
沢
　
玉
　
木
　
愛
　
香（
則
男
）
 

小
　
山
　
伊
　
藤
　
晃
　
雅（
陽
子
）
 

 
 
 
 
猪
　
俣
　
泰
　
祐（
泰
典
）
 

宮
　
野
　
五
十
嵐
　
太
　
一（
和
広
）
 

 
 
 
 
矢
　
部
　
千
　
尋（
幸
彦
）
 

小
綱
木
　
荒
　
海
　
鉄
　
也（
正
義
）
 

２月27日に行われた新入学児の一日入学 
（尾野本小学校） 

 
四
月
は
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
 

年
生
が
入
学
し
ま
す
。
 

 
今
年
町
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
、
平
成
八
年
四
月
二
日
か
ら
 

平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
七
十
三
人
で
、
昨
年
よ
り
四
人
多
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
四
月
か
ら
の
新
し
い
生
活
に
胸
を
と
き
め
か
せ
な
が
ら
、
入
学
式
を
心
 

待
ち
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
 

竒
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
！
私
は
新
し
い
 

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
ま
し
た
。
Ｄ
 

　
　
　
　
Ｖ
Ｄ
を
使
う
こ
と
が
出
来
る
機
 

種
で
、
嬉
し
く
て
毎
日
の
よ
う
に
触
っ
て
 

い
ま
す
。
今
月
は
、
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
 

使
っ
て
の
初
め
て
の
広
報
に
な
り
ま
す
。
 

 
さ
て
、「
ど
ん
な
音
楽
が
好
き
で
す
か
」
 

と
い
う
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
の
で
 

今
月
は
音
楽
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

 
私
は
、
小
学
生
の
と
き
、
な
ぜ
か
分
か
 

り
ま
せ
ん
が
反
抗
し
て
い
ま
し
た
。今
、思
 

え
ば
反
抗
期
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
 

て
、音
楽
が
嫌
い
で
し
た
、だ
か
ら
聴
く
こ
 

と
な
ど
音
楽
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
ま
っ
 

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
音
楽
の
授
業
 

は
嫌
で
い
や
で
し
か
た
が
な
く
、
何
も
せ
 

ず
先
生
に
反
抗
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
私
の
通
っ
た
中
学
校
は
、
一
年
生
の
と
 

き
に
演
技
と
音
楽
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
前
半
は
演
技
の
授
業
。
毎
日
の
授
業
が
 

楽
し
み
で
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
た
の
で
 

成
績
も
良
か
っ
た
で
す
。
 

 
し
か
し
、
後
半
は
音
楽
の
授
業
だ
っ
た
 

の
で
、
勉
強
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、
 

授
業
は
不
合
格
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
３
月
１
日
、
農
業
科
学
研
究
所
長
の
中
嶋
常
允
理
学
 

博
士
に
よ
る
土
づ
く
り
か
ら
考
え
る
健
康
講
演
会
が
公
 

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
山
口
町
長
は
 

「
食
の
安
全
が
叫
ば
れ
る
中
、
付
加
価
値
農
業
に
よ
り
 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
全
国
に
発
信
し
町
の
農
業
を
再
生
し
 

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。「
農
・
食
・
医
に
つ
い
て
」と
題
 

し
て
行
わ
れ
た
講
演
に
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
 

ら
も
聴
講
者
が
訪
れ
、健
康
な
土
づ
く
り
か
ら
の「
中
嶋
 

農
法
」
を
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
会
場
に
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
 

ど
試
食
用
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
も
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
 

野
菜
本
来
の
味
を
改
め
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

　２月25日、西会津中学校で校舎前散策路への木レンガ敷きが行われました。 
　この木レンガは会津杉の間伐材を使ったもので、生徒たちに自然や環境につ 
いて考えてもらおうと開校記念事業の一環として行われました。 
　作業に先立ち佐藤秀喜校長は「周囲の方々に感謝し、一枚一枚心を込めて敷 
いてください」とあいさつ。生徒たちは、互いに協力しながら散策路に思い出 
を刻んでいました。 
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私
の
な
か
で
、
不
合
格
に
な
っ
た
の
は
、
 

こ
れ
が
最
初
で
最
後
で
す
。
 

 
こ
の
音
楽
嫌
い
は
高
校
生
ま
で
続
き
ま
 

し
た
。
で
も
、高
校
三
年
生
の
頃
、い
つ
の
 

間
に
か
友
達
と
の
会
話
の
中
に
音
楽
の
話
 

題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
み
な
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
分
 

か
り
ま
せ
ん
が
、
ア
リ
ス
・
ク
ー
パ
ー
や
 

デ
ビ
ッ
ド
・
リ
ー
・
ロ
ス
な
ど
　
年
代
の
 

バ
ン
ド
の
音
楽
を
聴
き
、
友
人
か
ら
テ
ー
 

プ
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
 

た
、
家
で
は
大
き
な
音
で
聴
き
、
両
親
に
 

「
耳
が
駄
目
に
な
る
ぞ
」と
怒
ら
れ
る
ほ
ど
 

好
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
大
学
に
入
る
と
踊
り
も
好
き
に
な
り
、
 

講
義
が
終
わ
る
と
毎
日
デ
ィ
ス
コ
に
行
っ
 

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
音
楽
を
聴
く
と
色
 

々
な
思
い
出
が
蘇
り
、
踊
り
た
く
な
り
ま
 

す
。
 
 
 
 

 
そ
し
て
、
日
本
に
来
て
カ
ラ
オ
ケ
が
大
 

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
と
き
の
こ
 

と
で
す
。
上
手
に
歌
っ
て
い
た
つ
も
り
で
 

し
た
が
「
下
手
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
瞬
間
 

「
音
楽
の
勉
強
を
も
っ
と
き
ち
ん
と
受
け
 

て
い
れ
ば
…
」
と
後
悔
し
ま
し
た
。
 

 
今
で
も
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
ま
す
が
、
 

ま
だ
ま
だ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
 

な
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル
を
お
待
ち
し
て
い
 

ま
す
。（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スcw

est91@
m
uc. 

biglobe.ne.jp

） 

70

　昨年８月から始まった食生活改善推進員を養成する健 
康づくりのための食生活教室の閉講式が３月５日、公民 
館で行われ、山口助役から修了者一人ひとりに修了証書 
が手渡されました。 
　式では山口助役が「平成４年から予防医療推進のため 
食生活改善事業を重点的に進めています。今後は町が進 
める保健事業にご協力をお願いします」とあいさつ。修 
了者は、８月から40時間以上の講義を受けての修了とあ 
って充実感であふれている様子でした。 

 
生
涯
学
習
の
推
進
と
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
町
 

づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
３
月
３
日
、
 

公
民
館
で
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
講
師
は
、
落
語
家
の
三
遊
亭
楽
太
郎
氏
。
 

 
「
笑
い
と
ス
ト
レ
ス
、
健
康
法
」
で
ア
メ
 

リ
カ
の
Ｍ
＆
Ｎ
大
学
か
ら
哲
学
・
理
学
博
士
 

号
を
受
け
て
い
る
楽
太
郎
氏
は
豊
富
な
知
識
 

で
様
々
な
角
度
か
ら
笑
い
の
大
切
さ
や
性
格
 

と
病
気
と
の
関
係
、
若
さ
を
保
つ
秘
訣
、
さ
 

ら
に
人
間
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
の
必
要
性
な
ど
を
落
語
を
交
え
、
お
か
 

し
く
訴
え
ま
し
た
。
 

 
超
満
員
と
な
っ
た
会
場
は
、
終
止
笑
い
の
 

渦
が
絶
え
ず
、
訪
れ
た
方
々
は
最
後
ま
で
席
 

を
立
た
ず
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　３月10日、新田トラさん（程窪出身）が満百歳を 
迎えられ、山口町長から賀寿並びに百万円の特別敬 
老祝金が贈られました。 
　これで町の百歳以上の方は、新田さんが仲間入り 
し３人になりました。 
　新田さんは子供が５人。平成４年から特別養護老 
人ホームさゆりの園に入所中。趣味は書道や歌を歌 
うことで、長生きの秘訣は、よく体を動かしたこと 
だそうです。 
　この日、さゆりの園で行われた賀寿贈呈式には、家 
族の方々がお祝いに訪れ、ひ孫の二瓶修哉くん、女 
池摩耶さん、文佳さんから花束などが贈られました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

わんぱく塾（宿泊学習） 

女性講座（カローリング） 

    

象
と
し
た
本
の
読
み
聞
か
せ
「
お
ひ
ざ
に
だ
っ

こ
の
会
」
や
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
し
た
読

書
活
動
「
お
は
な
し
の
会
」
を
開
催
し
、
子
供

た
ち
の
豊
か
な
情
緒
を
培
う
と
共
に
読
書
活
動

の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 　
【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り
】
 

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
と
お
し
て
地
域
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
と
共
に
「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
の

普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
育
成
と
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
 

 　
【
芸
術
文
化
の
振
興
】
 

　
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
芸
術
文
化
の

保
存
・
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
文

化
財
の
調
査
等
を
進
め
、
町
の
貴
重
な
文
化
遺

産
の
保
存
や
民
俗
芸
能
の
伝
承
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
 

 　
【
学
社
連
携
・
融
合
事
業
の
推
進
】
 

　
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
心

豊
か
な
人
間
」
を
育
む
た
め
に
、
学
校
と
地
域

と
が
相
互
に
連
携
・
融
合
し
合
い
な
が
ら
、
青

少
年
教
育
に
取
り
組
む
た
め
「
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
充
実
と
拡
大
を
図
る
と
共
に
、

子
供
た
ち
の
総
合
的
な
学
習
活
動
の
充
実
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
 

 　
【
学
習
機
会
の
充
実
】
 

　
「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
の
提
供
と
時
代
に
即
応
し

た
学
習
課
題
の
設
定
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応

じ
た
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
講
座
内
容
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
種
の
団
体
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
学
習
成
果
を
発
表
す

る
機
会
と
し
て
「
生
涯
学
習
発
表
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

 　
【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催
】
 

　
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
講
座
と
し
て
「
Ｉ

Ｔ
技
能
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。昼
コ
ー
ス
、
 

夜
コ
ー
ス
な
ど
受
講
者
の
希
望
に
合
わ
せ
学
習

で
き
る
よ
う
計
画
す
る
と
共
に
パ
ソ
コ
ン
の
知

識
・
操
作
技
術
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
 

 　
【
青
少
年
教
育
の
推
進
】
 

　
わ
ん
ぱ
く
塾
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
、

キ
ッ
ズ
・
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
新
郷
少
年
教
室
、

奥
川
サ
タ
デ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
内

容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
青
少
年
教
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
０
歳
児
か
ら
三
歳
ま
で
の
親
子
を
対
 

           　
【
生
涯
学
習
の
推
進
】
 

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
よ
る
「
人
間
性
豊
か
な

人
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
度
策
定
し

た
「
生
涯
学
習
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
生
涯
学

習
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
町
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
個
人
が
主
体
的
に
学
習
し
よ
う
と
 

す
る
、自
己
教
育
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら「
ま

ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
 

　
教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
関
 

係
）
で
は
、
平
成
十
五
年
度
の
 

重
点
目
標
を
定
め
町
民
の
み
な
 

さ
ん
の
生
涯
学
習
の
要
望
に
お
 

応
え
し
て
い
き
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　絵　本　・　児　童　書 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
　　　　　　　　　　　　　一　　般　　書 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

 
あべ　弘士 
片山　健 
長　新太 
長谷川　義史 
高畠　純 
ディック＝ブルーナ 
ナーネ・アナン 
原　ゆたか 
ベッティーナ・シュティーケル 
朝の読書推進協議会 
ラルフ・イーザウ 
 
松本　人志　 
塩野　七生 
宮本　常一 
内舘　牧子 
竹野　豊子 
小田　真規子 
長尾　智子 
マイケル・J．フォックス  
野島　伸司 
立松　和平 
山田　宗樹 
よしもと　ばなな 
唯川　恵 
薄井　ゆうじ 
群　ようこ 
平岩　弓枝 
浅田　次郎 
村上　春樹 
エドワードﾞ･D．ホック  
リュドミラ・ウリツカヤ 

 
あらしのよるに 
いえ（のうさぎのおはなしえほん） 
にゅるぺろりん 
スモウマン 
オレ・ダレ 
ミッフィーのいちにち 
国連に行ってみよう 
かいけつゾロリのじごくりょこう 
ノーベル賞受賞者にきく子どものなぜ？なに？ 
みんな本を読んで大きくなった 
ネシャン・サーガ　１～３ 
 
プレイ坊主－松本人志の人生相談－　 
痛快！ローマ学 
イザベラ・バードの『日本奥地紀行』を読む 
夢を叶える夢を見た 
ボールひとつのパン作り 
クッキー＆ビスケット－おいしいから、あげたい！－ 
スチームフード 
ラッキーマン  
スワンレイク 
下の公園で寝ています 
嫌われ松子の一生 
アルゼンチンババア 
今夜誰のとなりで眠る 
１２の星の物語 
小美代姐さん花乱万丈 
中仙道六十九次　－はやぶさ新八御用旅－ 
五郎治殿御始末 
バースデイ・ストーリーズ 
シャーロック・ホームズベイカー街の殺人  
ソーネチカ 

『オレ・ダレ』 
　越野民雄　文　　高畠順　絵 
　夜になったらでかけてみよう。夜 
は元気をためるとき。 
　暗間の中に、楽しい仲間がたくさ 
ん待っている・・・。 
 
 
『ノーベル賞受賞者にきく子どものなぜ？なに？』 
　ベッティーナ・シュティーケル　編 
　１たす１はどうして２なの？ 
　こどもが、ふいに問いかけてくる 
世の中の難問奇問。大人だってきい 
てみたい質問に、その分野のノーベ 
ル賞受賞者たちがわかりやすく答え 
ます。 
 
『ラッキーマン』 
　マイケル・J.フォックス　著 
　ほんとうに大切なものを、ぼくは 
病気のおかげで手に入れた。だから、 
ぼくは自分をラッキーマンだと思う 
のだ。30歳の若さでパーキンソン病 
に侵されたマイケル・Ｊ．フォック 
スが、自らの人生、仕事、家族、パ 
ーキンソン病との闘いを綴った感動 
の記録。 

  

  

  

  

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
人
間
様
を
誑
か
す
上
谷
山
の
こ
ん
こ
ん
丸
を
 

退
治
し
よ
う
と
、
父
や
女
房
の
諌
め
る
の
も
聞
 

か
ず
に
飼
い
犬
を
連
れ
て
家
を
出
た
綱
沢
村
の
 

勘
七
、
山
に
入
っ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
見
回
し
 

て
い
る
と
出
た
出
た
二
十
ば
か
り
の
娘
。
 

　
「
モ
シ
あ
な
た
様
、
わ
た
し
は
親
の
里
へ
参
 

る
者
で
ご
ざ
ん
す
が
折
り
か
ら
の
夕
暮
れ
、
女
 

の
身
で
は
淋
し
ゅ
う
て
な
り
ま
せ
ぬ
、
ど
う
ぞ
 

お
連
れ
に
な
っ
て
下
さ
い
ま
し
」
 

　
と
、
な
れ
な
れ
し
く
言
い
寄
っ
 

て
来
た
。
勘
七
こ
れ
を
見
て
、
 

　
「
ヤ
ア
化
け
た
り
化
け
た
り
。
 

こ
の
俺
様
は
、
日
が
な
夜
が
な
こ
 

の
街
道
筋
に
現
れ
て
旅
人
を
誑
か
 

す
狐
を
退
治
に
や
っ
て
来
た
者
だ
 

い
、
サ
ア
化
け
の
皮
を
現
せ
！
」
 

　
と
割
り
竹
を
ふ
る
っ
て
飼
い
犬
 

を
け
し
か
け
れ
ば
、
い
く
ら
化
け
 

上
手
で
も
犬
に
は
か
な
わ
な
い
。
 

こ
ん
こ
ん
丸
は
忽
ち
正
体
を
現
し
 

て
、
あ
え
な
く
噛
み
殺
さ
れ
て
し
 

ま
っ
た
。
「
し
て
や
っ
た
り
」
と
勘
七
は
村
へ
 

帰
り
、
鼻
高
々
と
こ
れ
を
告
げ
る
。
 

　
さ
て
本
編
の
主
人
公
お
つ
な
は
、
父
の
こ
ん
 

こ
ん
丸
を
喪
っ
て
母
と
と
も
涙
に
暮
れ
る
日
を
 

送
っ
て
い
た
が
、
十
三
歳
と
も
な
っ
た
七
回
忌
 

法
要
の
時
に
母
が
語
っ
て
聞
か
せ
る
。
 

　
「
お
前
の
父
上
は
稲
荷
大
明
神
の
第
一
の
使
 

者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
七
年
前
の
今
月
今
日
、
 

綱
沢
村
の
勘
七
と
い
う
者
に
情
け
な
く
も
害
さ
 

 

れ
給
う
た
。
そ
の
時
の
ご
無
念
、
さ
ぞ
や
悔
し
 

か
っ
た
で
あ
ろ
う
ぞ
え
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
 

お
前
が
男
子
で
も
あ
っ
て
勘
七
を
討
ち
取
り
、
 

お
父
上
の
お
恨
み
を
報
じ
て
く
れ
た
な
ら
ば
千
 

部
万
部
の
供
養
に
も
ま
さ
り
、
修
羅
の
苦
艱
も
 

免
れ
給
う
べ
き
に
女
子
の
身
と
あ
れ
ば
そ
れ
も
 

叶
わ
ず
、
ほ
ん
に
果
報
つ
た
な
き
父
上
や
」
 

　
と
娘
の
手
を
取
っ
て
共
に
涙
を
絞
れ
ば
、
や
 

が
て
お
つ
な
は
キ
ッ
と
眉
を
上
げ
、
健
気
に
も
 

　
　
　
　
　
　
「
お
母
様
、
身
は
女
に
こ
そ
生
 

　
　
　
　
　
ま
れ
ま
し
た
が
心
は
男
に
劣
り
ま
 

　
　
　
　
　
せ
ぬ
。
人
間
に
た
と
え
る
べ
き
で
 

　
　
　
　
　
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
昔
、
伊
達
の
 

　
　
　
　
　
国
の
勝
田
に
浜
田
四
郎
左
衛
門
と
 

　
　
　
　
　
い
う
者
の
二
人
の
娘
、
姉
は
千
代
 

　
　
　
　
　
十
三
歳
・
妹
は
桜
十
一
歳
が
親
の
 

　
　
　
　
　
敵
で
兵
法
の
達
人
と
い
わ
れ
た
田
 

　
　
　
　
　
部
志
賀
を
水
も
た
ま
ら
ず
討
ち
果
 

　
　
　
　
　
た
し
、
今
の
世
ま
で
も
名
高
い
で
 

　
　
　
　
　
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
。
私
と
て
も
 

　
　
　
　
　
平
安
の
陰
陽
家
・
安
部
晴
明
を
生
 

ん
だ
葛
ノ
葉
姫
の
一
類
で
す
も
の
、
父
の
敵
を
 

討
た
な
い
な
ら
ば
世
間
様
か
ら
『
や
っ
ぱ
り
狐
 

じ
ゃ
』
と
嗤
わ
れ
ま
す
る
。
そ
れ
で
も
『
い
や
 

ダ
メ
じ
ゃ
』
と
お
止
め
な
ら
、
母
へ
の
孝
行
は
 

立
ち
ま
す
が
冥
途
の
父
へ
の
孝
心
は
立
ち
ま
せ
 

ぬ
の
で
、
ど
う
か
お
刀
を
お
貸
し
下
さ
れ
。
さ
 

も
な
け
れ
ば
私
は
、
父
上
へ
の
お
申
し
訳
に
冥
 

途
へ
旅
立
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ぬ
」
 

　
と
強
く
敵
討
ち
を
申
し
出
た
。
（
つ
づ
く
）
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

た
ぶ
ら
 た

ち
ま
 

う
し
な
 

い
さ
 

は
た
ち
 

く
げ
ん
 

し
ぼ
 

ひ
ょ
う
ほ
う
 

お
ん
み
ょ
う
け
 

あ
べ
の
せ
い
め
い
 

く
ず
 

わ
ら
 

は
 

け
な
げ
 

お
れ
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佐藤瑞季ちゃん 
（祐雄・１町内） 

鈴木香穂ちゃん 
（貴司・４町内） 

横山　花ちゃん 
（晴彦・西林東） 

　１月22日、３歳児７名を対象に健康診査を 
行った結果、むし歯のない子は３名でした。 

  

  

                         　
三
日
坊
主
で
終
わ
っ
て
は
、
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
続
け
る
た
め
に
は
│
│
 

　
　
①
気
楽
に
歩
い
て
み
る
 

 
 
②
目
標
を
持
つ
 

 
 
③
生
活
に
リ
ズ
ム
を
 

 
 
④
無
理
を
し
な
い
 

 
 
⑤
自
然
観
察
を
し
な
が
ら
 

 
 
⑥
コ
ー
ス
を
時
々
変
え
て
 

 
 
⑦
家
族
や
友
人
と
歩
く
 

   　
健
康
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
は
、「
栄
養
」
、
 

「
運
動
」
、「
休
養
」
で
す
が
、
中
で
も
運
動
は
 

意
識
し
な
い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
で
す
。
 

　
そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

（
歩
く
こ
と
）
で
す
。
 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
体
に
た
っ
ぷ
り
酸
素
を

運
ぶ
有
酸
素
運
動
で
、
体
内
に
入
っ
た
酸
素
が

脂
肪
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
働
き

を
す
る
の
で
、
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

　
四
月
に
入
り
運
動
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
気
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

 【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
７
つ
の
効
果
】
 

　
１
血
圧
が
下
が
り
生
活
習
慣
病
 

　
　
を
防
げ
る
 

　
２
骨
が
丈
夫
に
な
り
骨
粗
し
ょ
 

　
　
う
症
を
予
防
で
き
る
 

　
３
気
分
転
換
に
な
り
ス
ト
レ
ス
 

　
　
解
消
に
役
立
つ
 

　
４
ほ
ど
よ
い
疲
れ
が
安
眠
を
も
た
ら
す
 

     　
５
新
陳
代
謝
が
良
く
な
り
、
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
 

　
　
く
 

　
６
長
く
続
け
る
こ
と
に
よ
り
筋
肉
が
徐
々
に
 

　
　
発
達
し
て
若
返
る
 

　
７
便
秘
が
解
消
す
る
 

歩くほど健康になれます 

　老化が進んだ歩き方にならないよう、背す 
じを伸ばし、腕を大きく振り、歩幅も大きく 
して歩きましょう。 

⇒ ⇒ 

●毎日買い物に出かける 
●犬を飼って散歩をする 
●家の中でもこまめに動く 
●休日は、ごろ寝で過ごさない 

目標は１日合計30分。最初は10分から始めてみましょう。 

″
 

″
 



15

  

  

  

  

みんなの広場 みんなの広場 
篠
原
　
　
清
 

　
　
〔
　
町
内
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

　
芹
沼
と
岩
井
沢
間
に
あ
る
大
沼
の
眺
め
 

　
（
初
め
て
見
た
と
き
、
神
秘
的
な
風
景
 

　
に
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
）
 

あなたの趣味は？ 
　歴史の本を読むこと。特に 
戦記ものが好きです。 
 
熱中していることは？ 
　以前は釣り、今は山菜取り 
が楽しみの一つです。 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　外面が良い。 

あなたのモットーは？ 
　常にチャレンジ精神を持つ 
こと。 
 
これからやってみたいことは？ 
　松茸を１本でもいいから、 
取ってみたいです。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｈ．Ｓさん（10町内） 

 
今
月
は
、
上
野
尻
の
石
本
良
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
石
本
さ
ん
は
、
去
年
八
月
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
の
資
格
 

を
取
得
す
る
た
め
、
町
主
催
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
 

教
室
に
参
加
し
、四
〇
時
間
以
上
の
講
義
を
受
け
て
三
月
五
日
、
 

修
了
証
書
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、現
在
、登
録
ヘ
ル
パ
ー
 

と
し
て
家
事
援
助
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
「
登
録
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
 

ま
す
が
、
『
食
』
や
『
病
気
』
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
 

た
い
と
思
い
、
食
生
活
教
室
を
受
講
し
ま
し
た
。
 

 
八
月
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
、
　こ
の
材
料
か
ら
、こ
の
よ
う
な
 

料
理
が
で
き
る
ん
だ
　
と
い
う
発
見
が
あ
り
ま
し
た
し
、
何
よ
 

り
も『
食
』の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
グ
ル
ー
 

プ
の
人
た
ち
と
楽
し
く
受
講
で
き
、
仲
間
に
な
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
 

 
今
後
は
、
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
 

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
…
」
（
石
本
さ
ん
）
 

 
そ
の
よ
う
に
話
す
石
本
さ
ん
に
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
 

「
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
、
相
手
の
方
か
ら
 

温
か
い
こ
と
ば
で
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
ろ
う
 

と
い
う
気
持
ち
が
涌
い
て
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
食
生
活
教
室
を
欠
席
し
 

た
の
は
一
度
だ
け
だ
っ
た
 

そ
う
で
、
料
理
が
好
き
な
 

石
本
さ
ん
は
、最
後
に「
今
 

回
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
 

に
、
時
間
が
あ
っ
た
ら
ほ
 

か
の
資
格
に
も
挑
戦
し
て
 

み
た
い
。
ま
た
、
機
会
が
 

あ
っ
た
ら
ほ
か
の
市
町
村
 

と
の
交
流
に
参
加
し
て
み
 

た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

食生活教室で学ぶ石本さん 

　　小林　重良さん（3月号から）  
　◆メッセージ◆ 
　　良き仕事の　かがみ　として、 
　今後も頑張ってください。 

″
 

″
 

10

″ 
″ 

よ
し
こ
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詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係
 

　
　
０
２
２
│
　
│
２
０
２
２
 

     
平
成
　
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
 

 
事
業
主
の
方
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日

ま
で
の
間
に
労
働
保
険
料
（
前
年
度
確
定
保
険

料
と
当
年
度
概
算
保
険
料
）
の
申
告
・
納
付
手

続
き
を
自
主
的
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

４
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申

告
書
に
よ
り
５
月
　
日
ま
で
に
最
寄
り
の
銀
行

ま
た
は
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労

働
局
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
 

 
　
０
２
４
│
　
│
４
６
０
７
 

     
平
成
　
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

覧
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
期
間
中
の
縦
覧
は
無

料
で
す
が
、
本
人
や
家
族
以
外
の
方
は
委
任
状

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

◆
縦
覧
期
間
　
４
月
1
日
〜
５
月
　
日（
土
、日
 

　
曜
、祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

◆
縦
覧
場
所
　
町
役
場
税
務
課
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
　
　
　
│
２
２
１
２
 

                     　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
 

及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い
ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
）
 

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

◆
Ⅰ
種
試
験
 

 
●
受
付
期
間
 
４
月
１
日（
火
）〜
８
日（
火
）
 

 
 
 
 
 
 
 
郵
送
の
場
合
は
８
日
の
消
印
 

 
 
 
 
 
 
 
有
効
 

 
●
第
１
次
試
験
日
 
５
月
５
日（
月
）
 

◆
Ⅱ
種
試
験
 

 
●
受
付
期
間
 
４
月
　
日（
月
）〜
　
日（
月
）
 

 
 
 
 
 
 
 
郵
送
の
場
合
は
　
日
の
消
印
 

 
 
 
 
 
 
 
有
効
 

 
●
第
１
次
試
験
日
 
６
月
　
日（
日
）
 

 
な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の
 

                      
４
月
　
日
か
ら
５
月
９
日
は
春
の
山
火
事
防

止
強
調
月
間
で
す
。
 

 
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
最
も
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
長
い
年
月
を
か
け

て
育
っ
た
森
林
を
な
く
さ
な
い
た
め
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
 

　
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。
 

◆
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、
完
全
に
 

　
消
火
し
て
か
ら
離
れ
る
。
 

◆
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
、
必
ず
消
し
、
投
げ
 

　
捨
て
な
い
。
 

◆
ゴ
ミ
は
燃
や
さ
ず
に
指
定
さ
れ
た
方
法
で
処
 

　
理
す
る
。
 

221536

　町では、乳幼児の健やかな 

成長を願い、就学前までの医 

療費を助成しています。 

　助成の方法は次のとおりで 

す。申請により助成されるも 

のについては、忘れずに申請 

ください。 

◆社会保険に加入している方 

　　医療機関に一部負担金を支払い、町に申請する 

　ことで支払分が助成されます。 

◆町国民健康保険に加入している方 

    　医療機関に保険証を提示すれば、一部負担金の 

　支払いは必要ありません。 

   　 ただし、入院した場合の食事代や６歳以上の子 

　供の薬剤一部負担金については、負担金を支払っ 

　てから町に申請し、助成を受けることになります。 

【問い合わせ先】 

　町民生活課　　４５－２２１５ 

10

14

28

15

20

20

28

29

45

15

30

30
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12

10
                      

中
小
企
業
な
ど
借
り
手
の
声
を
聞
く
た
め
、
 

い
わ
ゆ
る
貸
し
渋
り
や
貸
し
は
が
し
に
関
す
る
 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
受
付
制
度
）を
開
設
し
ま
し
た
。
 

【
受
付
け
先
】
 

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
３
│
　
│
６
６
９
９
 

 
電
子
メ
ー
ルjoho@

fsa.go.jp 
 

   　
昨
年
　
月
に
農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ
、
３

月
　
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
主
な
改
正
点
は
、
①
無
登
録
農
薬
の
製
造
、

輸
入
、使
用
の
禁
止（
販
売
は
従
来
か
ら
禁
止
）、
 

    
農
作
業
や
山
菜
採
り
な
ど
、
山
に
入
る
機
会

が
増
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ク
マ
が
冬
眠

を
終
え
、
食
べ
物
を
求
め
て
活
動
し
始
め
る
時

期
で
す
。
山
に
入
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
山
に
入
る
と
き
は
単
独
行
動
を
避
け
る
。
 

◆
ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
音
の
出
る
も
の
 

　
（
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
）
を
携
帯
す
る
。
 

◆
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
 

　
す
よ
う
に
す
る
。
 

 
万
一
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
次
に
連
 

絡
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
 
 
　
│
４
５
３
１
 

 
詳
し
く
は
福
島
労
働
局
賃
金
室
、
ま
た
は
労
 

働
基
準
監
督
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
労
働
局
賃
金
室
 

　
　
０
２
４
│
　
│
４
６
０
４
 

     
「
ひ
と
つ
ぶ
の
 
種
か
ら
育
つ
よ
 
ゆ
め
・

み
ど
り
」
を
テ
ー
マ
に
４
月
１
日
か
ら
５
月
　

日
に
か
け
て
緑
の
募
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
森
林
は
、
澄
ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
水
を
つ

く
り
、
動
植
物
だ
け
で
は
な
く
私
た
ち
の
生
活

に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
て
く
れ
る
共
通
の

財
産
で
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
公
共
施
設
の
緑
化
や
自
然
と
の
触
れ
合
い

事
業
な
ど
緑
豊
か
な
 

潤
い
の
あ
る
町
づ
く
 

り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

      ◆
募
金
窓
口
 

 
農
林
課
 

 
町
民
生
活
課
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
 

 
　
　
│
４
５
３
１
 

②
農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す
る
農
薬
使
用
の
禁

止
、
③
罰
則
強
化
等
で
す
。
 

 
農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、家
庭
菜
園
や
花
壇
、
 

芝
の
手
入
れ
を
す
る
方
で
も
農
林
水
産
省
の
登

録
番
号
が
あ
る
安
全
性
の
確
認
さ
れ
た
農
薬
を

使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 
不
明
な
点
は
、
会
津
農
林
事
務
所
喜
多
方
農

業
普
及
所
ま
た
は
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合

各
支
所
、
農
薬
販
売
店
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
会
津
農
林
事
務
所
喜
多
方
農
業
普
及
所
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
７
４
２
 

    　
県
内
の
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
事
業
場
の
す
べ
て
の

労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

536

31

24

45

45

　最低賃金（産業）名
 

 
福島県最低賃金 
（下記の５産業を除く全産業） 
非鉄金属製造業 
電気機械器具製造業 
情報通信機械器具製造業 
電子・デバイス製造業 
輸送用機械器具製造業 
精密機械器具製造業 
自動車小売業 

　　 
 

610円
 
 

713円 
 

674円 
 

708円 
702円 
701円 

　　 
 

時間額に 
一 本 化  
5,704円 

 
5,386円 

 
5,656円 
5,616円 
5,608円 

　標高 440ｍの須刈岳は、野外や車窓から美しく 
望まれ、故郷の秀峰として親しまれています。 
　この素晴らしい自然との触れ合いと健康増進を 
目的に山開きを開催します。ぜひ参加ください。 
　なお、小学３年生以下の児童、幼児の参加の場 
合は、保護者の同伴をお願いします。 
◆開 催 日　４月29日（火）みどりの日 
◆集合場所　上野尻西光寺前広場 
◆集合時間　午前８時20分 
【問い合わせ先】 
　須刈岳山開き実行委員会／上野尻自治区長事務 
　所（小林一磨氏宅） 
　　４７－２８４８ 

福島県内の最低賃金 

最低賃金額 
１日 １時間 

3506
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岩　原　信　子（88）昭　夫　　母　　５町内 

二　瓶　ヒ　デ（87）清次郎　　妻　　9町内1 

星　　　　　奬（71）正　彦　　父　　10町内 

長谷川　トキノ（81）充　康　　母　　中　野 

長谷川　スミエ（92）英　雄　 祖母　 森　野 

佐 藤 太郎兵衛（76）一　義　　父　　上小島 

高　橋　秀　夫（34）春　代　　子　　徳　沢 

伊　藤　ミ　ツ（80）優　一　　母　　屋　敷 

古　川　力　江（87）貞　雄　　父　　橋　屋 

はるか 

田　部　あおい　　貴広・美鈴　　５町内 
 
中　島　　　悠　　敏治・美穂　　上野尻 

◆日時　４月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

4月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

4月10日（木） 納期限 

4月30日（水） 納期限 

○軽自動車税 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，２２４人　　　－１１人 
　男　　　４，４８７人　　　－　５人 
　女　　　４，７３７人　　　－　６人 
世　帯　　３，００４世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

西 会 津 町 

会津若松市 

 

会津坂下町 

会津若松市 

 

喜 多 方 市 

会津若松市 

 

会津若松市 

 

喜 多 方 市 

会津若松市 

補 生 堂 歯 科 

ヨネヤマ歯科 

 

渡　部　歯　科 

松　山　歯　科 

 

物　江　歯　科 

鈴　木　歯　科 

 

武　藤　歯　科 

 

山田あつし歯科 

目　黒　歯　科 

（０２４１）４５－４１８８ 

（０２４２）３９－３５６７ 

 

（０２４２）８３－２１３２ 

（０２４２）２２－０７２２ 

 

（０２４１）２３－１６６１ 

（０２４２）２８－２１２５ 

 

（０２４２）２７－１６７８ 

 

（０２４１）２１－１８４６ 

（０２４２）２３－１１８２ 

２２－０４１４ 
２１－１３１１ 
２６－３６６６ 
２４－０８３０ 
２４－６５１１ 
 
２４－３３３３ 
２２－０１４１ 
２６－２８２０ 
２７－０９５１ 
２７－０７０７ 
 
２４－５０２１ 
２２－３１３３ 
２５－４８７６ 
３２－３３３０ 
３２－９２２９ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２１－１５１５ 
３９－３５５０ 
２６－３５１５ 
３３－０７００ 
 
２２－２１８１ 
２２－０２４１ 
２９－１１３３ 
２４－０５０６ 
２３－１１０３ 

4月6日 

13日 

20日 

27日 

29日 

4月6日 

13日 

20日 

27日 

29日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

　
平
成
十
五
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
西
 

会
津
中
は
二
年
目
に
入
り
ま
す
▼
三
 

月
十
三
日
、
新
生
西
中
の
第
一
期
生
 

が
巣
立
ち
ま
し
た
。卒
業
生
、在
校
生
、
 

先
生
み
ん
な
が
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
 

別
れ
を
惜
し
み
、
卒
業
生
の
見
送
り
 

で
は
先
生
た
ち
が
応
援
団
に
加
わ
り
 

校
歌
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
▼
先
例
が
 

な
く
新
し
い
こ
と
ば
か
り
の
中
で
、
 

新
た
な
伝
統
を
築
き
上
げ
た
喜
び
は
 

ひ
と
し
お
だ
っ
た
で
し
ょ
う
▼
あ
る
 

人
曰
く
、自
分
の
頭
で
考
え
　「
自
律
」、
 

自
分
の
力
で
行
動
す
る
　「
自
立
」が
 

自
由
自
在
に
地
域
を
営
め
る
こ
と
な
 

の
だ
そ
う
で
す
▼
西
中
生
の
よ
う
に
 

柔
軟
な
発
想
で
、
様
々
な
こ
と
に
挑
 

戦
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
、
正
に「
自
 

律
・
自
立
」で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
 

小　　野　　病　　院 
み つ は し 医 院 
福西内科小児科医院 
さ とう小児科医院 
蛯 谷整形外科医院 
 
鳴　　瀬　　病　　院 
田　　中　　医　　院 
佐藤内科循環器科医院 
浜 崎 小 児 科 医 院 
前 田 眼 科 医 院 
 
有　　隣　　病　　院 
渡 邊 小 児 科 医 院 
増 戸 内 科 医 院 
いいづかファミリークリニック 
ク リ ニ ッ ク 荒 木 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
あきもと整形外科クリニック 
くらしげ内科小児科医院 
佐　　藤　　病　　院 
えんどうクリニック 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
大　　竹　　内　　科 
あらい内科循環器科クリニック 
わたなべクリニック 
舟田クリニック産科婦人科 

＝
 

＝
 


